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例　言

１　本書は、千葉市花見川区犢橋町1464他に所在する米之内
遺跡の倉庫建設に伴う発掘調査報告書である。
２　発掘調査および整理作業は、株式会社中村産業の委託を
受け、千葉市教育委員会生涯学習部生涯学習振興課の指導
のもと公益財団法人千葉市教育振興財団が実施したもので
ある。
３　発掘調査の期間・面積・担当者は下記のとおりである。
•確認調査（市内遺跡）
期間：2013（平成25）年10月２日～ 10月24日
面積：420/4288.00㎡　　担当者：簗瀬裕一
•本調査
　期間：2014（平成26）年２月10日～ 2014（平成26）年３月
12日　面積：260㎡　担当者：塚原勇人・佃沙奈

４　整理および本書の製作・編集は、北田典子・佐藤瑤子・
下田光・田中葉月の協力を得て、塚原と小林嵩が担当して
行った。
５　整理期間は、2014（平成26）年４月１日～ 2015（平成27）
年２月28日にかけて、断続的に行った。
６　遺構・遺物の撮影は塚原・小林が行った。
７　出土資料・調査記録等は千葉市埋蔵文化財調査センター
で保管・管理している。
８　発掘調査から報告書刊行まで、下記の諸機関の御指導・
御協力を賜った。 
千葉市教育委員会生涯学習部生涯学習振興課文化財保護
室

凡　例

１　本書に掲載した遺構図等の方位は、公共座標の北を基準としている。
２　土層及び遺物の色を記号で示してある場合は、農林水産省監修「新版　標準
土色帖」による。
３　本文中の挿図の縮尺は原則として以下のとおりである。

遺構実測図：1/40・1/60・1/600　
遺物実測図：土器1/3・1/4　石器：1/3

４　遺構・遺物の図面はAdobe Systems社製Adobe Illustratorで編集作業を
行った。

５　遺構・遺物写真はフィルム・デジタルカメラで撮影し、Adobe Systems社製
Adobe Photoshopで編集作業を行った。
６　第１図は、国土地理院発行の２万５千分の１地形図より作成したものである。
７　遺構配置図では、各遺構を下記の通りの略称で表記している。
土坑＝土　竪穴住居跡＝住　溝状遺構＝溝
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第１章　米之内遺跡の概要

１　遺跡の位置及び周辺遺跡（第１図）

　米之内遺跡は旧海岸線より約４㎞内陸にあり、遺跡周辺は近くを流れる花見川に樹枝状に開析され、

遺跡は標高約26ｍを測る台地上に位置している。本遺跡の周辺には国指定史跡の犢橋貝塚をはじめ、

多くの遺跡が確認されている。旧石器時代は子和清水遺跡で石器群が検出され、ナイフ形石器・削

器・掻器等が出土している。縄文時代の遺跡は多く、子和清水遺跡や房地遺跡で前期中葉～末葉・中

期後葉～後期初頭の竪穴住居跡が検出され、陥穴と考えられる遺構も検出されている。遺構外からも

縄文時代早期前半の撚糸文系土器群～晩期後半までの土器群が出土しており、特に子和清水遺跡は縄

文時代晩期後半の浮線文系の土器群がまとまって出土している。また、馬場塚遺跡では縄文時代中期

末葉～後期初頭の集落が検出されている。弥生時代は、子和清水遺跡や房地遺跡で弥生時代前期末に

比定される土器群が出土し、子和清水遺跡では中期前葉に位置付けられる土器群が確認される。弥生

時代中期後半、宮ノ台式の遺跡は房地遺跡・本郷向遺跡で少数であるが確認される。後期の遺跡は現

状で確実なものはない。弥生時代終末期～古墳時代にかけての遺構は本郷向遺跡・新堀遺跡で検出さ

れ、弥生時代終末期～古墳時代中期までの遺構が多い。古墳時代後期の遺跡は周辺ではほぼ確認され

ず、古代以降に再び住居跡が確認されるようになる。

２　過去の調査歴

　米之内遺跡は西妻遺跡として過去に調査が行われており、昭和59年度の調査では、土坑１基、弥

生時代・古墳時代の竪穴住居跡が各１基、時期不明の溝が１条検出され、古墳時代の竪穴住居跡から

は鉄滓が出土している。昭和63年度の調査では遺構は検出されず、縄文時代中・後期の土器片・近

世陶器・土製玩具が出土している。

３　調査の方法（第２図）

　発掘調査では、調査区内に平成25年度に実施された確認調査の際のグリッドをもとにグリッドを

設定し、遺構平面図作成と遺物の取り上げは、このグリッドを基準として行った。グリッドは、10ｍ

単位とし、南北方向はアルファベットの大文字で、東西方向は算用数字で表記した。このグリッドの

中はさらに５ｍ単位の方眼に分割し、これにa～ dの記号をつけ（例：５Ｆ-a）、北西部の杭をグリッ

ド杭とした。

参考文献

財団法人千葉市文化財調査協会1990『財団法人千葉市文化財調査協会年報２－昭和62・63年度－』

田川良編1982『本郷向－本郷向遺跡発掘調査報告書－』千葉市遺跡調査団

寺島博・平岡和夫1985『新堀遺跡発掘調査報告書』山武考古学研究所

簗瀬裕一・田中英世ほか1987『千葉市　子和清水遺跡　房地遺跡　一枚田遺跡』千葉市教育委員会

簗瀬裕一2014『埋蔵文化財調査（市内遺跡）報告書－平成25年度－』千葉市埋蔵文化財調査センター

横田正美1989『千葉市馬場塚遺跡』中立電気株式会社・財団法人千葉市文化財調査協会

横田正美編1989『昭和63年度千葉市内遺跡群発掘調査報告書』千葉市教育委員会
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第２章　検出された遺構・遺物

１　縄文時代（第１～６表・第３～９図）

（１）概要

　遺構は、縄文時代中期後葉の竪穴住居跡１軒・土坑６基、縄文時代時期不明の土坑10基が検出さ

れた。限定された調査区のため、詳細は判断しかねるが、縄文時代の土坑は調査区中央部に集中し、

住居跡（第４号竪穴住居跡）は古墳時代前期後半の住居跡と中・近世の土坑（第１・３号竪穴住居跡・

第17号土坑）に切られていた。遺物の総数は集計表（第12表）に記載した。なお遺物が検出されなかっ

た遺構については、集計表には掲載していない。

（２）竪穴住居跡

　第４号竪穴住居跡（第１表・第３・４図）

　位置：５Ｅ・５Ｆグリッド。重複関係：第１・３号竪穴住居跡・第17号土坑と重複し、南西側と

中央が壊されている。平面形態：円形。規模：長軸6.04ｍ、短軸4.43ｍ以上、深さ0.12ｍ。主軸

Ｎ-74°-Ｗ。構造：壁溝は確認されない。ピットは16本検出され、壁際を巡る壁柱穴と考えられる。

炉は検出されていない。遺物：縄文時代の遺物は６点、古墳時代前期の遺物４点で合計10点を数える。

いずれも小片で床面から浮いた状態でまばらに出土した。古墳時代前期の遺物（第17図１）は第１・

３号竪穴住居跡に伴うものと考えられる。時期：出土遺物から加曽利ＥⅡ～Ⅲ式期。

（３）土坑（第２～４表・第５～７図）

　第１号土坑（第４表・第５図）

　位置：２Ｆグリッド。重複関係：なし。一部調査区外。平面形態：円形と考えられる。規模：長軸

1.91ｍ、短軸1.26ｍ以上、深さ0.60ｍ。主軸Ｎ-68°-Ｗ。構造：底面はなだらかに傾斜し、壁は緩

やかな皿状であり、中央部にピットが検出される。遺物：なし。時期：覆土から縄文時代。

　第２号土坑（第４表・第５図）

　位置：５Ｆグリッド。重複関係：なし。一部調査区外。平面形態：円形と考えられる。規模：長軸0.96

ｍ、短軸0.73ｍ以上、深さ0.23ｍ。主軸Ｎ-20°-Ｗ。構造：底面はほぼ平坦、壁は緩やかな皿状であり、

焼土が堆積する。遺物：縄文時代の遺物は１点、中・近世の遺物１点で合計２点出土している。いず

れも小片で覆土中からの出土である。時期：出土遺物から縄文時代中期後葉。

　第３号土坑（第４表・第５図）

　位置：５Ｅグリッド。重複関係：なし。平面形態：隅丸長方形。規模：長軸1.62ｍ、短軸1.02ｍ、

深さ0.24ｍ。主軸Ｎ-23°-Ｅ。構造：底面は若干の起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。遺物：

縄文時代の遺物は３点、古墳時代前期の遺物１点、時期不明の礫１点で合計５点出土している。いず

れも小片で覆土中からの出土である。時期：出土遺物から縄文時代中期後葉。

　第４号土坑（第４表・第５図）

　位置：５Ａグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.78ｍ、短軸0.70ｍ、深さ0.08

ｍ。主軸Ｎ-10°-Ｗ。構造：底面は平坦、壁は緩やかな皿状である。遺物：縄文時代の遺物は１点が
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遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

1 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.0〉
胴部片。外面は原体RLの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画。内面ナデ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。

白色粒・石英
多量。

外面：10YR2/1
内面：10YR5/2 良好

2 縄文土器
深鉢

-
-

〈2.7〉
胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画。内面はヘラケズリの後ミガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。 白色粒少量。 外面：10YR3/1

内面：10YR3/2 良好

3 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.9〉
胴部片。外面は原体RLの単節縄文、内面はミガキ。加曽利 E式。 石英微量、白

色粒多量。
外面：7.5YR5/4
内面：10YR5/3 良好

4 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.2〉
胴部片。外面は原体 LRの単節縄文、内面はヘラケズリの後ミガキ。
加曽利 E式。

礫少量、白色
粒・石英中量。

外面：7.5YR5/4
内面：7.5YR5/4 良好
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出土している。小片で覆土中からの出土である。時期：出土遺物から縄文時代中期後葉。

　第５号土坑（第４表・第５図）

　位置：５Ｂグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.34ｍ、短軸0.34ｍ、深さ0.18

ｍ。主軸Ｎ-72°-Ｅ。構造：底面は起伏があり、壁は緩やかに立ち上がる。遺物：なし。時期：覆土

から縄文時代。

　第６号土坑（第４表・第５図）

　位置：５Ｂグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.38ｍ、短軸0.32ｍ、深さ0.29ｍ。

主軸Ｎ-67°-Ｗ。構造：底面は平坦、壁は垂直気味に立ち上がる。遺物：なし。時期：覆土から縄文時代。

　第７号土坑（第４表・第５図）

　位置：５Ｃグリッド。重複関係：一部が土層堆積確認ピットに壊されている。平面形態：長楕円形。

規模：長軸1.18ｍ以上、短軸0.48ｍ、深さ0.58ｍ。主軸Ｎ-76°-Ｅ。構造：底面は緩やかに傾斜し、

底面にピットが検出される。遺物：なし。時期：覆土から縄文時代。

　第８号土坑（第２表・第４表・第５・７図）

　位置：５Ｃグリッド。重複関係：なし。平面形態：不整円形。規模：長軸0.89ｍ、短軸0.62ｍ、

深さ0.23ｍ。主軸Ｎ-37°-Ｗ。構造：底面は起伏があり、壁は垂直気味に立ち上がる。遺物：縄文

時代の遺物が６点出土している。いずれも小片で覆土中からの出土である。時期：出土遺物から加曽

利ＥⅡ～Ⅲ式。

　第９号土坑（第４表・第５図）

　位置：５Ｃグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.44ｍ、短軸0.36ｍ、深さ0.18

ｍ。主軸Ｎ-37°-Ｗ。構造：底面は平坦、壁は垂直気味に立ち上がる。遺物：時期不明の土器１点が

出土している。時期：覆土から縄文時代。

　第10号土坑（第４表・第６図）

　位置：５Ｃグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.38ｍ、短軸0.30ｍ、深さ0.44ｍ。

主軸Ｎ-83°-Ｅ。構造：底面は平坦、壁は垂直気味に立ち上がる。遺物：なし。時期：覆土から縄文時代。

　第11号土坑（第４表・第６図）

　位置：５Ｃグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.26ｍ、短軸0.25ｍ、深さ0.19

ｍ。主軸Ｎ-88°-Ｅ。構造：底面は若干の起伏があり、壁は垂直気味に立ち上がる。遺物：なし。時

期：覆土から縄文時代。

　第12号土坑（第４表・第６図）

　位置：５Ｃグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.47ｍ、短軸0.39ｍ、深さ0.34ｍ。

主軸Ｎ-68°-Ｗ。構造：底面は平坦、壁は垂直気味に立ち上がる。遺物：なし。時期：覆土から縄文時代。

　第13号土坑（第４表・第６図）

　位置：５Ｄグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.82ｍ、短軸0.80ｍ、深さ0.18

ｍ。主軸Ｎ-22°-Ｅ。構造：底面は平坦、中央に掘り込みがある。遺物：縄文時代の遺物が３点出土

している。いずれも小片で覆土中からの出土である。時期：出土遺物から縄文時代中期後葉。
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遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

1 縄文土器
深鉢

-
-

〈2.7〉
口縁部片。外面は原体LRの単節縄文。内面はナデの後横位のミガキ。
加曽利 EⅡ～Ⅲ式。第 8号土坑。 石英少量。 外面：7.5YR5/4

内面：7.5YR5/4 良好

2 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.7〉

胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を微隆起
帯で区画。内面はナデ。内面に炭化物付着。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。第
16号土坑。

白色粒・石英
中量。

外面：7.5YR4/3
内面：10YR3/1 良好
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　第14号土坑（第４表・第６図）

　位置：５Ｄグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.40ｍ、短軸0.36ｍ、深さ0.54ｍ。

主軸Ｎ-33°-Ｅ。構造：底面は平坦、壁は垂直気味に立ち上がる。遺物：なし。時期：覆土から縄文時代。

　第15号土坑（第４表・第６図）

　位置：５Ｄグリッド。重複関係：なし。平面形態：円形。規模：長軸0.31ｍ、短軸0.29ｍ、深さ0.77ｍ。

主軸Ｎ-52°-Ｗ。構造：底面は平坦、壁は垂直気味に立ち上がる。遺物：なし。時期：覆土から縄文時代。

　第16号土坑（第３・４表・第６・７図）

　位置：５Ａグリッド。重複関係：なし。一部調査区外。平面形態：方形と考えらえる。規模：長軸0.44

ｍ、短軸0.30ｍ以上、深さ0.22ｍ。主軸Ｎ-60°-Ｅ。構造：底面は平坦、壁は垂直気味に立ち上がる。

遺物：縄文時代の遺物が１点出土している。小片で覆土中からの出土である。時期：出土遺物から加

曽利ＥⅡ～Ⅲ式期。

（４）遺構外出土遺物（第５・６表・第８・９図）

　遺構外からも縄文時代の遺物が総計127点出土している。最も集中するのは第１・３号竪穴住居跡

で、磨石・石皿も出土している。第４号竪穴住居跡と重複することからこれらの遺物は本来第４号竪

穴住居跡に伴う可能性が高い。土器は加曽利ＥⅠ～Ⅲ式の時期幅があるが、ＥⅡ～Ⅲ式期に主体があ

る。土製品として土器片円盤１点があり、黒曜石の剥片が３点出土している。
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遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

1 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.8〉

胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする。1条の沈線が垂
下し、弧状の沈線が施される。内面はヘラケズリの後ミガキ。外面
に炭化物付着。加曽利 EⅠ式。5C-b グリッド出土。

白色粒少量、
石英中量。

外面：7.5YR4/2
内面：7.5YR5/3 良好

2 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.1〉
胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画。内面はナデ。加曽利 EⅡ式。第 2号住居跡出土。

白色粒・石英
微量。

外面：7.5YR4/3
内面：10YR5/2 良好

3 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.9〉
口縁部片。外面は原体 LR＋ RLの羽状縄文を施文した後、口唇部
ヘラケズリ。内面はナデ。加曽利EⅡ～Ⅲ式。5C-dグリッド出土。

石英微量、白
色粒中量。

外面：7.5YR6/4
内面：7.5YR5/4 良好

4 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.0〉
口縁部片。外面は原体 LRの単節縄文を施文した後、口唇部横位の
ミガキ。内面横位のミガキ。加曽利EⅡ～Ⅲ式。5E-cグリッド出土。

白色粒・石英
微量。

外面：7.5YR5/4
内面：7.5YR5/4 良好

5 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.1〉

口縁部片。外面はナデの後横位のミガキ。微隆起線が施され、下端
に原体RLの単節縄文が確認される。内面はヘラケズリの後横位の
ミガキ、口端部はナデ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。第 1・３号住居跡出土。

白色粒・石英
微量。

外面：10YR6/3
内面：10YR6/2 良好

6 縄文土器
深鉢

-
-

〈2.6〉
口縁部片。内外面共にナデ。微隆起線が施される。加曽利 EⅡ～Ⅲ
式。第 1・３号住居跡出土。

白色粒・石英
微量。

外面：10YR5/4
内面：10YR6/4 良好

7 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.5〉
胴部片。外面は原体RLの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画。内面はナデ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。第 1・３号住居跡出土。

石英少量、白
色粒中量。

外面：7.5YR5/4
内面：7.5YR5/4 良好
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２　古墳時代（第７～９表・第10 ～ 17図）

（１）概要

　古墳時代前期後半の竪穴住居跡（第１・３・２号竪穴住居跡）は建て替えを含めて３軒確認された。

分布は調査区の北東側に偏っている。昭和59年度の調査成果を踏まえれば、今回の調査区の北側に

古墳時代前期～中期にかけての集落が展開する可能性がある。遺物の総数は集計表（第12表）に記載

した。

（２）竪穴住居跡

　第１・３号竪穴住居跡（第７表・第10 ～ 14図）

　位置：５Ｅグリッド。重複関係：第４号竪穴住居跡と重複する。本遺構が新しい。平面形態：隅丸方形。

規模：長軸6.25ｍ、短軸6.13ｍ、深さ0.24ｍ。主軸Ｎ-60°-Ｗ。構造：床面はほぼ平坦で、壁は垂

直気味に立ち上がる。住居南側の床面近くからは炭化材が検出された。壁溝は全周し、深さは0.10

ｍを測る。ピットは17本確認される。この住居跡は建て替えが行われたと考えられ、P７～ 10が旧

遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

8 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.6〉

胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画。内面はヘラケズリの後縦位のミガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。第
1・３号住居跡出土。

石英中量、白
色粒多量。

外面：10YR4/2
内面：10YR5/2 良好

9 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.7〉

胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画。内面はナデの後ミガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。第 1・３号住居
跡出土。

礫微量、白色
粒中量。

外面：10YR6/3
内面：10YR5/3 良好

10 縄文土器
深鉢

-
-

〈6.6〉
口縁部片。外面は粗雑な条線が縦横に施され、内面は雑なヘラケズ
リ。加曽利 EⅢ式か。第 4号住居跡付近撹乱出土。

白色粒少量、
石英中量。

外面：7.5YR5/4
内面：10YR4/1 良好

11 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.7〉
口縁部片。外面は原体 LRの単節縄文を施文した後、口唇部ナデ。
内面はナデ。加曽利 E式。第 1・３号住居跡出土。

礫・石英少量、
白色粒多量。

外面：7.5YR5/4
内面：7.5YR5/4 良好

12 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.2〉

口縁部片。外面ナデ、下端に 2本の平行沈線と弧線が施される。内
面及び口唇部はヘラケズリ後ナデ。外面に炭化物付着。加曽利E式。
第 1・３号住居跡出土。

石英微量、白
色粒中量。

外面：10YR5/3
内面：10YR5/2 良好

13 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.0〉
口縁部片。内外面共にヘラケズリの後ミガキ。2条の凹線が施され
る。加曽利 E式。第 1・３号住居跡出土。

白色粒・石英
微量。

外面：10YR6/3
内面：10YR6/2 良好

14 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.4〉
口縁部片。外面ヘラケズリ、凹線が 1条施される。内面は横位のミ
ガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。第 1・３号住居跡出土。

白色粒・石英
中量。

外面：10YR5/2
内面：10YR5/2 良好

15 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.9〉
胴部片。外面は縦位の条線が施され、内面はヘラナデの後縦位のヘ
ラミガキ。加曽利 E式。第 1・３号住居跡出土。 白色粒中量。 外面：7.5YR5/4

内面：10YR3/1 良好

16 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.2〉
口縁部片。外面はナデの後、3条 1組の工具で連弧文が施される。
内面はナデ。中期後葉。5F-c グリッド出土。 礫・石英少量。外面：10YR5/3内面：10YR7/3 良好

17 縄文土器
深鉢

-
-

〈1.8〉
口縁部片か。内外面共にナデ。原体RLの単節縄文が施され、口端
部に刺突が 2ヶ所施される。中期。第 1・３号住居跡出土。 礫・石英少量。外面：7.5YR4/4内面：7.5YR4/4 良好

18 縄文土器
深鉢

-
（5.2）
〈3.2〉

底部片。外面及び底部はヘラミガキ、内面ナデ。中期。第 1・３号
住居跡出土。 白色粒中量。 外面：7.5YR5/4

内面：7.5YR5/3 良好

19 土製品
土器片円盤

2/3 残存。長さ 5.7㎝、幅〈4.4〉㎝、厚さ 1.2㎝、重さ 35.6g。外面は原体
LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で区画。内面はミガキ。内面に未
穿孔の孔有り。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。5F-c グリッド出土。

白色粒微量、
石英中量。

外面：10YR5/3
内面：10YR5/3 良好

20 石器
磨石

1/2 残存。長さ<7.4>㎝、幅 7.9㎝、厚さ 3.5㎝、重さ 313.1g。側縁と頂部に使用痕が確認される。第 1・３号住居
跡出土。

21 石器
石皿

1/2 残存。長さ<20.4>㎝、幅〈17.8〉㎝、厚さ 10.8㎝、重さ 4235.7g。凹部は非常に磨り減っており、一部に敲打
痕が確認される。裏面・側縁にも全体的に磨痕及び敲打痕が確認される。第 1・３号住居跡出土。
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遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

1 土師器
高杯

14.5
10.7
12.6

ほぼ完形。口縁部ヘラナデ、杯部外面はヘラミガキ及びナデ、下端
はヘラケズリ。脚部外面はヘラケズリの後縦位ヘラミガキ、脚裾部
は斜位のヘラミガキ、端部は横位ヘラミガキ。杯部内面はミガキ、
脚部は工具により抉られ、脚裾部はヘラナデ。

白色粒微量、
石英少量。

外面：7.5YR7/6
内面：7.5YR7/6 良好

2 土師器
高杯

-
11.4
〈9.6〉

脚部 4/5 残存。外面はヘラケズリの後縦位ヘラミガキ。内面ヘラケ
ズリの後ナデ、脚裾部はヨコナデ。外面に赤彩が施され、内面にも
一部付着する。上部に杯部との接合痕が残る。

白色粒微量、
石英少量。

外面：2.5YR4/4
内面：10YR6/3 良好

3 土師器
高杯

-
11.8
〈2.8〉

脚裾部完形。外面縦位のヘラミガキ。内面上半ヘラケズリ、脚裾部
はナデ、端部はヘラナデ。

白色粒微量、
石英中量。

外面：7.5YR7/4
内面：7.5YR7/4 良好

4 土師器
小型器台

7.7
（10.8）
9.7

4/5 残存。器受部外面はヘラケズリの後ナデ、脚接合部はヘラケズ
リ、脚部はヘラケズリの後ナデ。器受部内面はヘラナデの後ヘラミ
ガキ、脚接合部から透孔まではヘラケズリ、脚部下半はハケ。透孔
が一ヶ所確認される。透孔は外面から内面に向かって穿孔され、内
面に穿孔の際のめくれが残る。

白色粒・礫中
量。

外面：10YR7/4
内面：10YR7/3 良好

5 土師器
小型丸底壺

9.6
-
6.9

口縁部一部欠損。口縁部外面はハケの後横位のヘラミガキ、胴部は
横位のヘラミガキ。口縁部内面はヨコナデの後横位のヘラミガキ、
胴部はナデ及びヘラミガキ。内外面に赤彩が施される。

白色粒・礫微
量。

外面：2.5YR3/6
内面：2.5YR4/6 良好

6 土師器
小型丸底壺

（9.9）
-

〈5.0〉

口縁部～胴部片。口縁部外面は横位のヘラミガキ及びナデ、胴部は
横位のヘラミガキ。口縁部内面はヘラケズリの後横位のヘラミガキ、
胴部はナデ。胴部に輪積み痕が残る。外面全体と内面口縁部に赤彩
が施される。

白色粒・石英
微量。

外面：2.5YR5/6
内面：2.5YR5/6
～ 10YR7/3

良好

7 土師器
直口壺

-
-

〈13.7〉

胴部 1/3 残存。外面ヘラケズリの後ミガキ。内面ヘラナデの後丁寧
なナデ、一部ヘラケズリ。外面全体と内面頸部に赤彩が施される。
内面は剥落が著しい。

石英少量、白
色粒中量。

外面：2.5YR4/6
内面：10YR6/4 良好

8 土師器
壺

-
-

〈1.2〉
頸部片。外面雑なナデ、内面頸部上半はナデ、下端はヘラケズリ後
ナデ。胴部はナデで輪積み痕が残る。

白色粒・礫微
量。

外面：7.5YR6/4
内面：7.5YR6/4 良好

9 土師器
甕

-
7.8
〈2.1〉

底部 4/5 残存。外面上半ナデ、下端ヘラケズリ、底部はヘラケズリ
の後ナデ。内面ヘラナデの後ナデ。内外面に炭化物付着。

礫微量、白色
粒中量。

外面：5YR5/6
内面：10YR1.7/1 良好

10 土師器
甕

-
（10.0）
〈1.8〉

底部 1/5 残存。外面ハケ、底部はヘラケズリ及びナデ。内面ハケ。
底部は輪台状である。内外面に炭化物付着。 白色粒少量。 外面：10YR6/3

内面：10YR7/3 良好

11 土師器
甕

-
（6.0）
〈2.3〉

底部片。外面及び底部はヘラケズリの後ナデ。内面ヘラナデの後ナ
デ。外面に炭化物付着。

赤褐色粒微
量・石英少量・
礫中量。

外面：5YR4/6
内面：7.5YR5/4 良好

12 土師器
甕

-
（6.0）
〈1.3〉

底部片。外面上半ナデ、下端ヘラケズリ、底部はヘラケズリの後ヘ
ラミガキ。内面ヘラケズリの後ミガキ。

白色粒・石英
微量。

外面：10YR2/2
内面：10YR1.7/1 良好

13 土師器
壺

-
-

〈3.6〉
胴部片。外面ナデの後ヘラミガキ、内面ハケの後ヘラミガキ。内外
面に炭化物付着。

白色粒・石英
微量

外面：10YR6/3
内面：10YR5/3 良好

14 土師器
甕

-
-

〈2.9〉
口縁部片。口唇部外面は軽い横ナデ、上半は斜位のハケ、下端は縦
位のハケ。内面横位のハケ。

白色粒・石英
微量。

外面：5YR5/4
内面：5YR5/4 良好

15 土師器
甕

-
-

〈1.4〉
頸部片。外面ハケの後ミガキ、内面ナデ。 白色粒・石英

微量。
外面：10YR4/1
内面：10YR4/1 良好

16 土師器
甕

-
-

〈1.7〉
頸部片。内外面共にハケ。 白色粒微量。 外面：10YR6/3

内面：10YR6/3 良好

遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

1 土師器
高杯

（17.9）
-

〈6.2〉

坏部 4/5 残存。外面ヘラケズリの後ミガキ、下端はヘラケズリの後
ヘラミガキ。内面横位のヘラケズリの後ヘラミガキ。内面は一部剥
落。下端に接合痕が残る。内外面に赤彩が施される。外面に炭化物
付着。 

白色粒・石英
微量。

外面：5YR4/8
内面：5YR5/6 良好

2 土師器
壺

-
-

〈3.2〉

口縁部片。内外面共に横位のナデ。複合口縁であり、棒状浮文が 2
本確認される。棒状浮文には、貼り付けた際の指頭痕が残る。内外
面に一部赤彩が施される。3と同一個体。

白色粒・石英
微量。

外面：10YR7/2
内面：10YR7/2 良好

3 土師器
壺

-
-

〈3.1〉

口縁部片。内外面共に横位のナデ。複合口縁であり、棒状浮文が 2
本確認される。棒状浮文には、貼り付けた際の指頭痕が残る。内外
面に一部赤彩が施される。2と同一個体。

白色粒・石英
微量。

外面：10YR7/2
内面：10YR7/2 良好
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住居の主柱穴で、P１～４が新住居の主柱穴と考えられる。P５・６は出入口施設と判断され、P12 ～

17は壁柱穴と考えられる。貯蔵穴が２基検出され、炉跡が中央からやや北東寄りに１基検出された。

遺物：縄文時代の遺物98点、古墳時代前期の遺物414点、中・近世の土器２点、時期不明の礫８点

で合計522点を数える。遺物は竪穴内全体に広がるが、特に南東隅に集中する。図示し得た遺物は全

て覆土中からの出土である。図示し得たものは高杯･小型器台･小型丸底壺が多いが、甕の点数が最

も多い。建て替えがある住居跡だが、遺物に時期差は見られない。時期：古墳時代前期後半。

　第２号竪穴住居跡（第８表・第15・16図）

　位置：調査区北東部、５Ｆ・６Ｆグリッド。重複関係：なし。一部調査区外。平面形態：隅丸方形

と考えられる。規模：長軸3.57ｍ、短軸2.18ｍ以上、深さ0.30ｍ。主軸Ｎ-44°-Ｗ。構造：床面は

ほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。壁溝は全周せず、部分的に確認され、深さは0.12ｍを測る。

ピットは５本確認されたが、いずれも掘り込みが浅く、主柱穴と判断できるものはない。貯蔵穴及び

炉跡は検出されていない。遺物：縄文時代の遺物３点、古墳時代前期の遺物５点で合計８点を数える。

遺物は全て覆土中からの出土で、高坏と壺が出土している。時期：古墳時代前期後半。

（３）遺構外出土遺物（第９表・第17図）

　遺構外からも古墳時代の遺物が総計18点出土している。第４号竪穴住居跡出土の遺物（第17図１）

は本来第１・３号竪穴住居跡に伴う可能性が高い。全て古墳時代前期後半に収まると考えられる。

３　中･近世（第18図）

（１）概要

　遺構は、土坑１基・溝状遺構１条が検出された。第17号土坑は第４号竪穴住居跡と重複し、第１

号溝状遺構は調査区南端で検出された。中・近世と考えられる遺物は小片であるが出土しており、中・

近世においても生活域となっていたようである。遺物の総数は集計表（第12表）に記載した。

遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

1 土師器
甕

-
-

〈5.1〉
底部片。外面は粗いハケ、下端はヘラケズリ。内面はヘラケズリの
後ミガキ。第 4号住居跡出土。

赤褐色粒微
量、白色粒少
量、石英多量。

外面：10YR3/2
内面：10YR2/1 良好
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（２）土坑

　第17号土坑（第18図）

位置：５Ｆグリッド。重複関係：第４号竪穴住居跡と重複し、本遺構が新しい。平面形態：円形。規

模：長軸0.70ｍ、短軸0.62ｍ、深さ0.32ｍ。主軸Ｎ-59°-Ｗ。構造：底面は平坦、壁は垂直気味に

立ち上がる。遺物：なし。時期：覆土から中・近世。

（３）溝状遺構

　第１号溝状遺構（第18図）

　位置：５Ａグリッド。重複関係：なし。一部調査区外。平面形態：直線状。規模：長軸2.95ｍ以上、

短軸0.75ｍ、深さ0.10ｍ。主軸Ｎ-64°-Ｗ。構造：底面は若干の凹凸があり、ピット状の凹みが検

出されている。北西部のピットは本遺構に伴うものと考えられ、長軸0.25ｍ、短軸0.20ｍ、深さ0.10

ｍを測る。壁は緩やかに立ち上がり、皿状である。遺物：中・近世の陶磁器２点、時期不明土器４点

で合計６点である。時期：出土遺物から中・近世。
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４　表採遺物（第10・11表・第19図）

　調査中に近隣住民から、表採遺物の寄託を受けた。住民の話によると、米之内遺跡Ｂ地点の調査区

から南へ約200ｍの場所にある畑地の耕作中に出土したとのことである。寄託された資料は縄文土器

がほとんどで、中・近世の遺物が少量である。縄文土器は米之内遺跡の調査結果と同様、中期後葉の

資料でほぼ占められている。今回、その一部を本紙上にて報告する。

遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

1 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.2〉

口縁部片。外面は原体RLの単節縄文を沈線による楕円文で区画、
口唇部はヘラミガキ。内面はナデの後ヘラミガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ
式。

礫・石英少量、
白色粒中量。

外面：5YR4/4
内面：5YR4/4 良好

2 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.7〉
口縁部片。外面は原体 RLの単節縄文を沈線による楕円文で区画、
口唇部は横位のヘラミガキ。内面はヘラミガキ。加曽利EⅡ～Ⅲ式。 白色粒少量。

外面：7.5YR5/3
内面：7.5YR5/3 良好

3 縄文土器
深鉢

-
-

〈7.1〉
口縁部片。外面は原体 RLの単節縄文を沈線による楕円文で区画、
口唇部はナデ。内面は横位のヘラミガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。

白色粒・石英
少量。

外面：10YR7/3
内面：10YR6/3 良好

4 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.0〉
口縁部片。外面は原体RLの単節縄文を施文し、ヘラケズリの後ヘ
ラミガキ。内面はヘラケズリの後ヘラミガキ。加曽利 E式。

石英少量、白
色粒多量。

外面：5YR4/4
内面：5YR4/4 良好

5 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.3〉
口縁部片。内外面共に横位のヘラミガキ。下端に沈線が施される。
波状口縁。加曽利 E式。

石英少量、礫
中量。

外面：10YR6/3
内面：10YR6/3 良好
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遺物
番号

種類
器種

口径
底径
器高

技法・その他 胎土 色調 焼成

6 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.7〉
胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とし、沈線を伴う隆帯で
渦巻文を施す。内面は横位のヘラミガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。

白色粒・石英
少量。

外面：10YR4/1
内面：10YR5/2 良好

7 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.5〉
把手部片。外面は棒状工具による沈線で渦巻文を施す。内面は横位
のヘラミガキ。加曽利 E式。

白色粒・石英
微量。

外面：10YR5/3
内面：10YR5/3 良好

8 縄文土器
深鉢

-
-

〈8.0〉
胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画。内面はナデ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。

礫・白色粒、
石英中量。

外面：5YR5/4
内面：10YR6/3 良好

9 縄文土器
深鉢

-
-

〈8.0〉

胴部片。外面上部は沈線を沿わせた隆帯を施し、原体 LRの単節縄
文を地文とする磨消縄文を沈線で区画。内面は横位のヘラミガキ。
加曽利 EⅡ～Ⅲ式。

白色粒・石英
少量。

外面：10YR6/4
内面：10YR6/4 良好

10 縄文土器
深鉢

-
-

〈10.0〉

胴部片。外面は沈線が施文され、上端は原体 LRの単節縄文が施さ
れる。原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で区画。内
面はヘラミガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。

白色粒・石英
中量。

外面：7.5YR6/4
内面：10YR6/4 良好

11 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.3〉
胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画。内面は横位のヘラミガキ。加曽利 EⅡ～Ⅲ式。

石英中量、白
色粒多量。

外面：10YR4/2
内面：5YR5/4 良好

12 縄文土器
深鉢

-
-

〈5.2〉

胴部片。外面は原体 LRの単節縄文を地文とする磨消縄文を沈線で
区画、一部ヘラミガキで消える。内面はヘラミガキ。加曽利 EⅡ～
Ⅲ式。

礫・白色粒少
量。

外面：10YR5/3
内面：10YR4/1 良好

13 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.7〉
胴部片。外面は条線が施される。内面はミガキ。加曽利 E式。 白色粒微量。 外面：7.5YR5/4

内面：10YR6/4 良好

14 縄文土器
深鉢

-
-

〈4.2〉
胴部片。外面は無文部に沈線を垂下させる。内面はミガキ。加曽利
E式。

白色粒・石英
少量。

外面：10YR6/3
内面：10YR5/2 良好

15 縄文土器
深鉢

-
-

〈2.6〉
口縁部片。外面は横位の沈線が確認できるが、摩耗が著しく詳細は
不明。内面はナデ。外面に赤彩が施される。中期。 礫微量。 外面：5YR4/6

内面：10YR7/2 良好

16 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.2〉
胴部片。外面は撚糸文を2条の沈線で区画。内面はナデ。連弧文系。石英少量、白色粒中量。

外面：10YR5/2
内面：10YR7/2 良好

17 縄文土器
深鉢

-
-

〈3.1〉
口縁部片。外面は縦位の沈線を施した後、斜行沈線。口唇部に沈線
が施される。内面はヘラケズリ。堀之内 1式。

白色粒・石英
少量。

外面：7.5YR4/6
内面：10YR5/3 良好

遺構名
竪穴住居跡 土坑 溝

グリッド・撹乱
総計1・3 2 4 2 3 4 8 9 13 16 1

残　存 個
体

破
片

個
体

破
片

破
片

破
片

破
片

破
片

破
片

破
片

破
片

破
片

破
片

破
片

縄
文

土器

加曽利 EⅠ式

深鉢

1 1
加曽利 EⅡ式 1 1
加曽利 EⅡ～Ⅲ式 5 2 1 1 3 12
加曽利 EⅢ式 1 1

中期後葉
89 2 4 1 3 1 5 3 19 127

土製品 土器片円盤 1 1

石器
磨石 1 1
石皿 1 1

剥片 黒曜石 2 1 3

古
墳
時
代
前
期

土器

甕 308 4 7 319
高杯 2 14 1 2 1 20
小型器台 1 1
壺 2 2 4
直口壺 1 1

小型丸底系 1 13 14
壺・高杯類 72 72
不明 1 5 6

中
・
近
世

陶磁器

皿 1 1 2
壺・瓶類 11 11
擂鉢 1 1
不明 2 7 9

土器
焙烙 1 1 2
皿 1 1
不明 10 10

不
明

土器 1 4 19 24
土製品 1 1
礫 8 1 4 13
総計 5 517 1 7 10 2 5 1 6 1 3 1 6 94 659
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第３章　まとめ

１　縄文時代

　縄文時代の遺構は、中期後葉の竪穴住居跡１軒・土坑６基、時期不明の土坑10基が検出された。

別地点から表採されたものを含め、加曽利ＥⅡ～Ⅲ式期の土器が大多数を占める。限定された調査区

のため詳細は判断しかねるが、大規模な集落であった可能性は低い。都川流域や村田川流域の阿玉台

式後半～加曽利ＥⅡ式期は、大型貝塚が形成され遺跡の密度が高いが、米之内遺跡を含めた花見川流

域は貝塚を含めた遺跡の空白地域であり、様相を異にしている。続く加曽利ＥⅢ式期は、都川流域・

村田川流域の遺跡も分散し、それまで居住域とならなかった地域にも居住するようになるが、花見川

流域は依然遺跡の密度は低い（西野2004）。周辺で中期後葉の遺構内貝層等を含めた遺構が検出され

た小中台遺跡や子和清水遺跡・房地遺跡でも、遺構数は少数に留まっている。しかし、後期前葉にな

ると一転して、東京湾沿岸一帯は大規模な貝塚が形成されるようになり、当地域にも犢橋貝塚を始め

大型貝塚が形成されるようになる。今回の調査でも、花見川流域の中期後葉の遺構密度が低いことが

確認された。

２　古墳時代

　古墳時代の遺構は、建て替えを含めて竪穴住居跡３軒が検出された。第１・３号竪穴住居跡は、出

土遺物から草刈３-１式期（大村2009）と考えられる。第２号竪穴住居跡は時期決定の決め手に欠け

るが、棒状浮文が施される壺形土器が出土していることから、第１・３号竪穴住居跡よりは古くなる

可能性が高い。千葉市域は、草刈１・２式期には戸張作遺跡や東寺山石神遺跡等、大規模な集落が確

認される。しかし、当遺跡で確認された草刈３-１式期までは集落が継続せず、周辺に分散するよう

である。花見川流域においては、草刈１・２式期の集落は極僅かで、草刈３式期以降、杉葉見遺跡等

の遺跡で確認されるようになる。当遺跡で検出された草刈３-１式期の住居跡は、集落の分散により、

新たに形成された集落跡であった可能性がある。

　また、グリッドから被熱し発泡した土塊が出土している。米之内遺跡直近の西妻遺跡からは製鉄に

関わる住居跡が検出されていることを考えると、付近にも同様の遺構が存在していた可能性がある。

　今回の調査は花見川流域の古墳時代前期～中期を考える上で、断片的ではあるが貴重な資料を得る

ことができた。

３　中・近世

　中・近世の遺構は、土坑１基・溝状遺構１条が検出された。遺構の性格等については不明な点が多

いが、グリッドからも遺物は出土しており、中・近世においても人々の生活域となっていたことが確

認された。
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260㎡ 倉庫建設
東経140°６′00″

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

米之内遺跡

集落 縄 文 時 代
住　　　居　１軒 縄文土器、

土製品、石
器土　　　坑　16基

集落 古 墳 時 代 前 期 竪穴住居跡　３軒 土師器

集落 中 ・ 近 世
溝 状 遺 構　１条

陶磁器
土　　　坑　１基

要 　 約

１　縄文時代
　竪穴住居跡１軒と土坑16基が検出された。時期は加曽利ＥⅠ～Ⅲ式までが確認され、ＥⅡ～Ⅲ式期
に主体がある。遺構の密度は低く、周辺遺跡の状況からも花見川流域は中期後葉の生活痕跡が希薄で
あることが確認された。
２　古墳時代
　竪穴住居跡が建て替えを含め３軒検出された。出土した土師器の諸特徴から、集落の時期は古墳時
代前期後半に位置付けられる。花見川流域での古墳時代前期の集落の検出例は少なく、当時の花見川
流域を考える上で貴重な資料となった。
３　中世
　溝状遺構１条と土坑１基が検出された。遺構外からも中・近世の遺物が出土しており、中・近世に
おいても生活域となっていたようである。
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